




































































































（め“Isthere悶 ypoint to which you would wish to draw my attention？” 
“To the curious incident of the dog in the night-time.” 
“The dog did nothing in the night-time." 
“That was the curious incident，”・remarked Sherlock Holmes. 
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＜付記＞
本論は1992年7月段階のものである。島田荘司はその後自説に精力的に修正発
展を加え、具体化を進めている。『本格ミステリー館にて』（綾辻行人との共著、
1992年11月発行、森田塾出版〉における具体的なミステリ一作品の分布図を見る
と、本論で扱った位置とは違うところに分類された作品も見受けられる。したが
って本論においては、分類理念は島田（1989）を基礎としたが、個々の作品の位
置づけは筆者自身の意識によると受け取っていただければ幸いである。
（大学院後期課程学生〉
